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岩手県北家畜衛生協議岩手県北家畜衛生協議岩手県北家畜衛生協議岩手県北家畜衛生協議会会会会        

岩手県県北家畜保健衛生岩手県県北家畜保健衛生岩手県県北家畜保健衛生岩手県県北家畜保健衛生所所所所    

    

昨 年 度 は 、 放 射 性 物 質 汚 染 の 影 響 に よ り 、 12 公 共 牧 場 （ 約 2600 頭 ）  

で 放 牧 事 業 が 中 止 さ れ る な ど 、 畜 産 行 政 に お い て 未 だ 経 験 し た こ と の な い 多 大 な 影

響 を 受 け た 幕 開 け と な っ た わ け で あ り ま す が 、 震 災 か ら 2 年 経 過 し て も な お 、 農 林

水 産 物 へ の 汚 染 被 害 は 甚 大 で 、 そ の 後 遺 症 か ら の 一 刻 も 早 い 立 ち 直 り が 望 ま れ る と

こ ろ で す 。  
 

本 年 度 早 々 に は 、 中 国 に お い て 低 病 原 性 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ （ H7N9） が 発 生 し 、

発 生 か ら 2 週 間 経 過 し た 4 月 13 日 時 点 で 、 中 国 の 鳥 肉 ・ 株 式 市 場 が 受 け た 損 失 は

約 100 億 元（ 約 1600 億 円 ）、影 響 を 受 け た 農 家 は 44,000 戸 に 達 し た と 報 道 さ れ

て い ま す 。 ま た 、 人 で の 感 染 ・ 死 亡 が 問 題 と な っ て い る 今 回 の 発 生 は 、 鳥 に 感 染 し

て も 発 病 し な い 弱 毒 タ イ プ が 関 係 者 に 気 づ か れ る こ と な く ま ん 延 し 強 毒 タ イ プ に 変

化 し た 、メ キ シ コ（ 1994 年 ）、イ タ リ ア（ 1999 年 ）で の 過 去 の 事 例 を 思 い 出 さ せ

ま す 。  
 

世 界 的 に も 激 減 し た BSE は 、日 本 に お い て も 初 発 か ら 1２ 年 が 経 過 し ま し た 。有

効 な 飼 料 規 制 が 実 施 さ れ て い る こ と な ど 所 定 の 要 件 を ク リ ア し 、今 般 、国 際 的 に「 無

視 で き る BSE リ ス ク 」ス テ ー タ ス に 認 定 さ れ 、こ れ に 伴 い 、検 査 対 象 月 齢 が 見 直 さ

れ る な ど 、 国 内 で の BSE 検 査 も よ う や く 緩 和 さ れ る 見 通 し と な り ま し た 。  
 

発 生 か ら 90 年 が 経 過 し た 関 東 大 震 災 後 の 標 語 に 、 今 も 色 あ せ な い 「 不 意 の 地 震

に 不 断 の 用 意 」 と い う 文 言 が あ り ま す 。 家 畜 衛 生 情 勢 の 変 化 が め ま ぐ る し い 状 況 に

あ る 中 、 防 疫 体 制 維 持 強 化 の 意 味 で も 「「「「不意不意不意不意のののの発生発生発生発生にににに不断不断不断不断（（（（普段普段普段普段））））のののの準備準備準備準備」」」」を 肝 に

銘 じ た い も の で す 。  

 

当 所 で は 本 年 度 の 岩 手 県 農 政 部 業 務 運 営 方 針 で あ る 、 ①①①①東日本大震災津波東日本大震災津波東日本大震災津波東日本大震災津波でででで被災被災被災被災

したしたしたした農林水産業農林水産業農林水産業農林水産業のののの復旧復旧復旧復旧のののの加速加速加速加速、、、、②②②②放射性物質放射性物質放射性物質放射性物質のののの影響対策影響対策影響対策影響対策、、、、③③③③復興復興復興復興のののの取組取組取組取組とととと軌軌軌軌をををを一一一一にににに

したしたしたした「「「「いわていわていわていわて県民計画県民計画県民計画県民計画」」」」のののの推進推進推進推進    を 主 軸 に 、 地 域 家 畜 衛 生 の 向 上 と 畜 産 振 興 に 貢 献

す る こ と を 目 的 と し 、○○○○監視伝染病監視伝染病監視伝染病監視伝染病のののの発生予防発生予防発生予防発生予防とまんとまんとまんとまん延防止対策延防止対策延防止対策延防止対策のののの強化強化強化強化、、、、○○○○「「「「安全安全安全安全・・・・

安心安心安心安心」」」」産地産地産地産地のののの形成形成形成形成しししし生生生生産者産者産者産者のののの所得所得所得所得をををを確保確保確保確保、、、、○○○○意欲意欲意欲意欲あるあるあるある多様多様多様多様なななな担担担担いいいい手手手手のののの確保確保確保確保・・・・育成育成育成育成をををを

支援支援支援支援  を 業 務 方 針 に 揚 げ 、 関 係 機 関 の 協 力 の 基 、 地 域 畜 産 の 防 疫 体 制 整 備 の 強 化 及

び 生 産 性 向 上 の 推 進 を 図 り た い と 思 い ま す 。  

 

最 後 に 、 平 成 23 年 度 か ら 家 畜 飼 養 者 の 方 に 義 務 化 さ れ た 定 期 報 告 に 関 し ま し て

は 、昨 年 度 95％ の 報 告 を 受 理 す る こ と が で き ま し た 。飼 養 者 の 皆 様 の 御 理 解 及 び 関

係 者 の 皆 様 の 御 協 力 に 改 め て 御 礼 申 し 上 げ ま す 。 引 き 続 き 、 毎 年 の 報 告 に つ い て よ

ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

巻巻巻巻    頭頭頭頭    言言言言    岩 手 県 県 北 家 畜 保 健 衛 生 所 長岩 手 県 県 北 家 畜 保 健 衛 生 所 長岩 手 県 県 北 家 畜 保 健 衛 生 所 長岩 手 県 県 北 家 畜 保 健 衛 生 所 長     
                        菊 池菊 池菊 池菊 池     善善善善 彦彦彦彦     



        

家畜家畜家畜家畜のののの暑熱対策暑熱対策暑熱対策暑熱対策、、、、    
準備準備準備準備はおはおはおはお済済済済みですかみですかみですかみですか？？？？    

春 先 の 天 候 不 順 も 落 ち 着 い て き ま し た が 、「「「「夏夏夏夏はまだまだはまだまだはまだまだはまだまだ」」」」

とととと油断油断油断油断していませんかしていませんかしていませんかしていませんか？？？？昨 年 度 は 、入 梅 直 後 に 養 鶏 で の 暑 熱

に よ る 熱 死 事 例 が 発 生 し て お り ま す 。  
今 か ら 夏 に 備 え て 対 策 を 見 直 し 、 暑 熱 被 害 を 最 小 限 に 抑 え ま し ょ う 。  

※ 気 温 デ ー タ ： 気 象 庁 Ｈ Ｐ よ り  
（ 地 点 ： 軽 米 ）  

【【【【過去過去過去過去２２２２ヵヵヵヵ年年年年のののの管内養鶏場管内養鶏場管内養鶏場管内養鶏場でのでのでのでの熱死事例熱死事例熱死事例熱死事例とととと気温気温気温気温】】】】    

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

件

0

5

10

15

20

25

30

35

40℃
H24

H23

H24最高気温

H23最高気温

H24H24H24H24 発 生 鶏 舎発 生 鶏 舎発 生 鶏 舎発 生 鶏 舎 のののの 舎 内 温 度舎 内 温 度舎 内 温 度舎 内 温 度         平 均平 均平 均平 均 32.232.232.232.2℃℃℃℃     

【【【【こんなこんなこんなこんな時時時時にはにはにはには要注意要注意要注意要注意！！】！！】！！】！！】    

●  『『『『高温高湿度高温高湿度高温高湿度高温高湿度』』』』    

                        

●  『『『『気温差大気温差大気温差大気温差大きくきくきくきく高湿度高湿度高湿度高湿度』』』』

●  『『『『家畜家畜家畜家畜のののの発育発育発育発育がががが良好良好良好良好』』』』        

    

 

：  梅 雨 の 真 夏 日 、 目 安 は 外 気 温 ３ ０ ℃ 以 上 、  

湿 度 ６ ０ %以 上 。  

：  当 日 最 高 気 温  －  前 日 最 低 気 温 ＝ １ ０ ℃ 以 上 が 目 安 。

：  高 増 体 や 出 荷 前 の 高 密 度 状 態 (鶏 )→ 舎 内 温 度 が 上 昇 。

※  ＭＰアグロジャーナル（ 2013.04）、  

㈱日本チャンキーテクニカルノートより  

【【【【暑熱対策暑熱対策暑熱対策暑熱対策ののののポイントポイントポイントポイント】】】】    

●●●●『『『『畜舎内外畜舎内外畜舎内外畜舎内外のののの温度温度温度温度をををを下下下下げるげるげるげる』』』』

屋 根 や 畜 舎 周 囲 へ の 散 水（ 写 真 １ ）、屋 根 等 へ の

消 石 灰 乳 塗 布 、寒 冷 紗（ 写 真 ２ ）、通 風 と 気 流 の 確

保 （ 窓 の 開 放 、 フ ァ ン に よ る 換 気 と 送 風 、 細 霧 装
置 と の 併 用 ） な ど  

●●●●『『『『家畜家畜家畜家畜のののの健康状態健康状態健康状態健康状態をををを良好良好良好良好にににに保保保保つつつつ』』』』

ス ト レ ス 軽 減 （ 適 切 な 飼 養 密 度 、 臭 気 対 策 な ど ）、 良 質 な 飼 料 と ミ ネ ラ ル 給 与 、

新 鮮 な 冷 水 の 十 分 な 給 与 、 涼 し い 時 間 帯 の 給 与 （ 採 食 に よ り 体 温 は 上 昇 し ま す ）、

異 常 の 早 期 発 見 と 治 療 な ど  
    

※ 養 鶏 で は 、 体 温 上 昇 を 抑 え る た め の 制 限 給 餌 も 有 効  

ホ ー ス に よ る 畜 舎 周 囲 へ の 散 水  

（ 写 真 １ ）  



    

    

●●●●『『『『設備設備設備設備ののののメンテナンスメンテナンスメンテナンスメンテナンスとととと情報収集情報収集情報収集情報収集』』』』

畜 舎 内 温 湿 度 の 把 握 、 定 期 的 な 設 備 メ ン テ ナ

ン ス 、 従 業 員 へ の 操 作 指 導 、 気 象 情 報 の 事 前 収
集 な ど  

寒 冷 紗 の 設 置  

（ 写 真 ２ ）  

【【【【参考参考参考参考サイトサイトサイトサイト】】】】     

熱 中 症 予 防 が 主 た る サ イ ト で す が 、 高 温 注 意 情 報 も 充 実 し て い

ま す 。 ご 活 用 下 さ い 。  

気 象 庁  「 熱 中 症 に 注 意 」：  

→  http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kurashi/netsu.html 

環 境 省  「 熱 中 症 予 防 情 報 」：   →  http://www.wbgt.env.go.jp/ 

中国中国中国中国でででで低病原性鳥低病原性鳥低病原性鳥低病原性鳥インフルエンザインフルエンザインフルエンザインフルエンザ（（（（H7N9H7N9H7N9H7N9））））    

がががが発生発生発生発生していますしていますしていますしています！！！！    

発生経緯発生経緯発生経緯発生経緯とととと状況状況状況状況    

平 成 25 年 3 月 31 日 、 中 国中 国中 国中 国 でででで 鳥鳥鳥鳥 イ ン フ ル エ ン ザイ ン フ ル エ ン ザイ ン フ ル エ ン ザイ ン フ ル エ ン ザ （（（（ H7N9H7N9H7N9H7N9）））） のののの     

ヒ トヒ トヒ トヒ ト へ のへ のへ のへ の 初 感 染初 感 染初 感 染初 感 染 が 確 認 さ れ ま し た 。 そ れ 以 降 も 感 染 が 拡 大 し 、  

5 月 15 日 現 在 、 感 染 者 131 名 （ う ち 死 亡 者 35 名 ） が 確 認  

さ れ て い ま す 。  

 ヒ ト 以 外 で は 、中 国 国 内 に お け る 生 鳥 市 場 、食 鳥 処 理 場 、野 鳥 生 息 地 、環 境

サ ン プ ル な ど 計 218,897 検 体 の モ ニ タ リ ン グ 検 査 で 、46 検 体（ 生 鳥 市 場 44

検 体 、 野 生 鳩 1 検 体 、 伝 書 鳩 １ 検 体 ） か ら H7N9 遺 伝 子 が 検 出 さ れ て お り ま

す が 、 今 の と こ ろ 、 臨 床 症 状 が 確 認 さ れ た も の は あ り ま せ ん 。（ 出 典 ： 内 閣 官
房 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 対 策 室 ）     

ウイルスウイルスウイルスウイルスのののの特徴特徴特徴特徴    こ の ウ イ ル ス は 、 3333 種 類種 類種 類種 類 のののの 異異異異 な るな るな るな る 鳥鳥鳥鳥 イ ン フ ル エ ンイ ン フ ル エ ンイ ン フ ル エ ンイ ン フ ル エ ン     

ザ ウ イ ル スザ ウ イ ル スザ ウ イ ル スザ ウ イ ル ス 遺 伝 子遺 伝 子遺 伝 子遺 伝 子 のののの 交 雑 体交 雑 体交 雑 体交 雑 体 で あ る と 考 え ら れ て い

ま す 。感 染 し た ヒ ト か ら の 分 離 ウ イ ル ス に つ い て 調 べ た と こ ろ 、ヒ ト な ど 哺 乳

類 の 上 気 道 温 度 （ 34℃ 程 度 ） に 適 応 し 、 感 染 ・ 増 殖 し や す い 性 質 に 変 異 し て

い る こ と が 確 認 さ れ ま し た が 、鳥鳥鳥鳥 にににに 対対対対 し て はし て はし て はし て は 低 病 原 性低 病 原 性低 病 原 性低 病 原 性 で あ りで あ りで あ りで あ り 、、、、症 状症 状症 状症 状 をををを 出出出出 さ な いさ な いさ な いさ な い
と 考 え ら れ て い ま す 。（ 出 典 ： 国 立 感 染 症 研 究 所 ）  

※ Ｈ 24 養 鶏 の 熱 死 事 例 に 占 め る  

設 備 故 障 や 対 策 不 備 の 割 合   
＝  32％  



    

中 国 で の 拡 大 を 受 け 、日 本 国 内 で も 、従 来 の サ ー ベ イ ラ ン ス に 飼 養 鳩 を 追 加

し て 監 視 を 強 化 す る こ と と な り 、本 県 に お い て も 、県 内 レ ー ス 鳩 飼 養 者 の 理 解

と 協 力 の も と 、４４４４ 月 下 旬月 下 旬月 下 旬月 下 旬 にににに ６６６６ 市 町市 町市 町市 町 ８８８８ 鳩 舎鳩 舎鳩 舎鳩 舎 をををを 対 象対 象対 象対 象 にににに サ ー ベ イ ラ ン スサ ー ベ イ ラ ン スサ ー ベ イ ラ ン スサ ー ベ イ ラ ン ス をををを 実 施実 施実 施実 施 しししし 、、、、全全全全

てててて 陰 性陰 性陰 性陰 性 をををを 確 認確 認確 認確 認 し ま し た 。  

H7N9 は い ま だ 感 染 源 や 感 染 経 路 が 絞 り 込 ま れ て お ら ず 、今 後 も 継 続 し て 注

視 が 必 要 で す 。ま た 、H7N9 以 外 の 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ に つ い て も 、諸 外 国 で 発

生 中 で あ る こ と を 踏 ま え 、引 き 続 き 、疾 病 発 生 情 報 に 留 意 す る と と も に 、防 疫

対 策 を 再 確 認 ・ 徹 底 し て く だ さ い 。  

 

日本及日本及日本及日本及びびびび本県本県本県本県のののの対応対応対応対応    

中 国中 国中 国中 国 に お け るに お け るに お け るに お け る H7NH7NH7NH7N９９９９ のののの 発 生 状 況発 生 状 況発 生 状 況発 生 状 況     

※※※※ 農 林 水 産 省農 林 水 産 省農 林 水 産 省農 林 水 産 省 Ｈ ＰＨ ＰＨ ＰＨ Ｐ よ りよ りよ りよ り     

（ Ｈ（ Ｈ（ Ｈ（ Ｈ 24.5 .2124.5 .2124.5 .2124.5 .21 現 在現 在現 在現 在 ））））

高 及高 及高 及高 及 びびびび 低 病 原 性 鳥低 病 原 性 鳥低 病 原 性 鳥低 病 原 性 鳥 イ ン フ ル エ ン ザイ ン フ ル エ ン ザイ ン フ ル エ ン ザイ ン フ ル エ ン ザ のののの 発 生 状 況発 生 状 況発 生 状 況発 生 状 況 （（（（ 2012201220122012 以 降以 降以 降以 降 ））））

※※※※ 農 林 水 産 省農 林 水 産 省農 林 水 産 省農 林 水 産 省 Ｈ ＰＨ ＰＨ ＰＨ Ｐ よ りよ りよ りよ り（ Ｈ（ Ｈ（ Ｈ（ Ｈ 24.5 .2124.5 .2124.5 .2124.5 .21 現 在現 在現 在現 在 ））））

■ HPAI ■ LPAI 

鳥鳥鳥鳥 インフルエンザインフルエンザインフルエンザインフルエンザ をををを 防防防防 ぐためのぐためのぐためのぐための家家家家 きんのきんのきんのきんの 飼養衛生管理基準飼養衛生管理基準飼養衛生管理基準飼養衛生管理基準     
簡易簡易簡易簡易 チェックチェックチェックチェック 表表表表     

□     衛 生 管 理 区 域衛 生 管 理 区 域衛 生 管 理 区 域衛 生 管 理 区 域 をををを 適 切適 切適 切適 切 か つか つか つか つ 明 確明 確明 確明 確 にににに 設 定設 定設 定設 定 しししし 、、、、部 外 者部 外 者部 外 者部 外 者 のののの 立 入立 入立 入立 入 をををを 制 限制 限制 限制 限 し て い まし て い まし て い まし て い ま

す かす かす かす か ？？？？     
    
□     衛 生 管 理 区 域衛 生 管 理 区 域衛 生 管 理 区 域衛 生 管 理 区 域 へ のへ のへ のへ の 病 原 体病 原 体病 原 体病 原 体 のののの 持 込 防 止 対 策持 込 防 止 対 策持 込 防 止 対 策持 込 防 止 対 策 はははは     

で き て い ま す かで き て い ま す かで き て い ま す かで き て い ま す か ？ （？ （？ （？ （ 車 両車 両車 両車 両 とととと 靴 消 毒靴 消 毒靴 消 毒靴 消 毒 、、、、 立 入 制 限 等立 入 制 限 等立 入 制 限 等立 入 制 限 等 ））））     
    
□     給 餌 給 水 設 備給 餌 給 水 設 備給 餌 給 水 設 備給 餌 給 水 設 備 、、、、 飼 料 等飼 料 等飼 料 等飼 料 等 がががが 野 生 動 物 等野 生 動 物 等野 生 動 物 等野 生 動 物 等 のののの 排排排排 せせせせ つつつつ 物物物物 でででで 汚 染汚 染汚 染汚 染     

さ れ な い よ うさ れ な い よ うさ れ な い よ うさ れ な い よ う 管 理管 理管 理管 理 で き て い ま す かで き て い ま す かで き て い ま す かで き て い ま す か ？？？？     
    
□     防 鳥防 鳥防 鳥防 鳥 ネ ッ トネ ッ トネ ッ トネ ッ ト のののの 破 損 箇 所破 損 箇 所破 損 箇 所破 損 箇 所 は あ り ま せ ん かは あ り ま せ ん かは あ り ま せ ん かは あ り ま せ ん か ？？？？     
    
□     鶏 舎 内鶏 舎 内鶏 舎 内鶏 舎 内 のののの ネ ズ ミネ ズ ミネ ズ ミネ ズ ミ 、、、、 害 虫 駆 除害 虫 駆 除害 虫 駆 除害 虫 駆 除 をををを 定 期 的定 期 的定 期 的定 期 的 にににに 実 施実 施実 施実 施 し て い ま す かし て い ま す かし て い ま す かし て い ま す か ？？？？     
    



    

BSE 対 策 に つ い て は 、 平 成 １ ３ 年 に 国 内 初 の BSE 患 畜 が 摘 発 さ れ た こ と

を う け て 、 わ が 国 で は 牛 由 来 肉 骨 粉 の 飼 料 ・ 肥 料 で の 利 用 禁 止 と 焼 却 処 分 、

ト レ ー サ ビ リ テ ィ ー 体 制 の 整 備 な ど 飼 料 管 理 や 安 全 対 策 を 官 民 挙 げ て 徹 底 し

て ま い り ま し た 。  

そ の 結 果 、「 過 去 １ １ 年 以 内 に 自 国 内 で 生 れ た 牛 」で 発 生 が 無 い こ と 、有 効

な 飼 料 規 制 が ８ 年 以 上 実 施 さ れ て い る こ と な ど に よ り 、平 成 ２ ５ 年 ５ 月 BSEBSEBSEBSE

リリリリ ス クス クス クス ク がががが 最 上 位最 上 位最 上 位最 上 位 でででで 少少少少 な いな いな いな い 国国国国 で あ る こ と が 国 際 獣 疫 事 務 局 （ OIE： 世 界 の 動 物

衛 生 の 向 上 を 目 的 と す る 国 際 機 関 ）に お い て 認 定認 定認 定認 定 さ れ ま し たさ れ ま し たさ れ ま し たさ れ ま し た 。。。。BSE 発 生 リ ス

ク の 極 め て 少 な い 清 浄 国 と し て 認 め ら れ る こ と で 、 国 内 畜 産 物 の 輸 出 拡 大 、

競 争 力 ア ッ プ に つ な が る こ と が 期 待 さ れ ま す 。  

生 産 者 、 畜 産 関 係 者 の 皆 様 に お か れ ま し て は 、 ①①①① 給 与 飼 料給 与 飼 料給 与 飼 料給 与 飼 料     

等等等等 のののの 安 全 対 策安 全 対 策安 全 対 策安 全 対 策 の 徹 底 、、、、 ②②②② 24 ヶ 月 齢 以 上 の 死 亡 牛死 亡 牛死 亡 牛死 亡 牛 BSEBSEBSEBSE 検 査検 査検 査検 査 、、、、     

③③③③ 24 カ 月 齢 以 上 の 死 亡 牛死 亡 牛死 亡 牛死 亡 牛 のののの 届 出届 出届 出届 出 に つ い て はに つ い て はに つ い て はに つ い て は 今 後今 後今 後今 後 もももも 継 続継 続継 続継 続 と  

な り ま す の で 、 引 き 続 き ご 協 力 を お 願 い い た し ま す 。  

 

「「「「無視無視無視無視できるできるできるできる牛海綿状脳症牛海綿状脳症牛海綿状脳症牛海綿状脳症（（（（BSEBSEBSEBSE））））リスクリスクリスクリスク」」」」のののの国国国国にににに    

ステータスステータスステータスステータス認定認定認定認定されましたされましたされましたされました     

安 全安 全安 全安 全     

中国中国中国中国でででで口蹄疫口蹄疫口蹄疫口蹄疫がががが発生発生発生発生していますしていますしていますしています！！！！！！！！    
 

今 年 に 入 り 、こ れ ま で の O 型 に 加

え て 、 タ イ プ の 異 な る ウ イ ル ス （ A

型 ）が 2 月 に 広 東 省 の 豚 農 場 で 発 生

以 来 、 各 地 で 急 増 し て い ま す 。  

農場への侵入防止対策を再度確認

しましょう。 

農場農場農場農場へのへのへのへの部外者部外者部外者部外者のののの出入出入出入出入はなるべくはなるべくはなるべくはなるべく制限制限制限制限しししし、、、、出入出入出入出入りするりするりするりする際際際際にはにはにはには、、、、    

人人人人（（（（靴底靴底靴底靴底）、）、）、）、車車車車、、、、機材等機材等機材等機材等のののの消毒消毒消毒消毒をををを徹底徹底徹底徹底しましょうしましょうしましょうしましょう。。。。  
 

畜舎内畜舎内畜舎内畜舎内、、、、農場敷地農場敷地農場敷地農場敷地のののの消毒消毒消毒消毒をををを徹底徹底徹底徹底しましょうしましょうしましょうしましょう。。。。    
 

家畜家畜家畜家畜をををを観察観察観察観察してしてしてして、、、、異状異状異状異状があったがあったがあったがあった場合場合場合場合はははは、、、、すぐすぐすぐすぐ獣医師獣医師獣医師獣医師やややや家畜保健家畜保健家畜保健家畜保健    

衛生衛生衛生衛生所所所所にににに連絡連絡連絡連絡しましょうしましょうしましょうしましょう。。。。  



    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

県外県外県外県外からからからから牛牛牛牛をををを導入導入導入導入するするするする際際際際はははは、、、、    
ヨーネヨーネヨーネヨーネ病検査病検査病検査病検査    をををを受受受受けましょうけましょうけましょうけましょう。。。。

本 県 で は 、家 畜 伝 染 病 予 防 法 に 基 づ い て 牛 の ヨ ー ネ 病 検 査 に 取 り 組 ん で お り 、

本 病 の 清 浄 化 が 進 ん で い ま す 。  

 一 方 、 県 外県 外県 外県 外 か らか らか らか ら 牛牛牛牛 をををを 導 入導 入導 入導 入 す るす るす るす る 場 合場 合場 合場 合 のののの 侵 入侵 入侵 入侵 入 リ ス クリ ス クリ ス クリ ス ク はははは 依 然 高依 然 高依 然 高依 然 高 いいいい 現 状 に あ り ま す 。

平 成 25 年 4 月 に 国 は 牛 の ヨ ー ネ 病 防 疫 対 策 要 領 を 改 正 し ま し た 。

そ れ を 受 け て 、 本 県 に お い て も 本 病 対 策 を 的 確 に 推 進 す る た め 「 岩 手  

県 牛 ヨ ー ネ 病 対 策 要 領 」 の 改 正 が 行 わ れ ま し た 。  

改 正 の 骨 子 の 一 つ に 県 外県 外県 外県 外 か らか らか らか ら 牛牛牛牛 をををを 導 入導 入導 入導 入 す るす るす るす る 際際際際 のののの 対 策対 策対 策対 策 が あ り ま す 。  

こ こ で は そ の 概 要 に つ い て お 知 ら せ し ま す 。     

○  導 入 す る 1 週 間 前 ま で に 家 畜 保 健 衛 生 所家 畜 保 健 衛 生 所家 畜 保 健 衛 生 所家 畜 保 健 衛 生 所 にににに 連 絡連 絡連 絡連 絡 し て く だ さ い 。  
 

○  検 査 結 果 が 判 明 す る ま で の 間 は 、 導 入 牛導 入 牛導 入 牛導 入 牛 とととと 他他他他 のののの 同 居 牛同 居 牛同 居 牛同 居 牛 とととと 隔 離隔 離隔 離隔 離 し てし てし てし て 飼 養飼 養飼 養飼 養 し

て く だ さ い 。  
 

○  万 一 、 導 入 牛 が 患 畜患 畜患 畜患 畜 に な っ たに な っ たに な っ たに な っ た 場 合場 合場 合場 合 、 家 畜 伝 染 病 予 防 法 及 び 県 要 領 に 基 づ

き 防 疫 措 置防 疫 措 置防 疫 措 置防 疫 措 置 を 講 じ ま す 。  

  た だ した だ した だ した だ し 、、、、 適 切適 切適 切適 切 なななな 隔 離 飼 養 中隔 離 飼 養 中隔 離 飼 養 中隔 離 飼 養 中 にににに 導 入 牛導 入 牛導 入 牛導 入 牛 がががが 患 畜患 畜患 畜患 畜 と な っ たと な っ たと な っ たと な っ た 場 合場 合場 合場 合 はははは、、、、従 来 の よ う

な 発 生 農 場 に 対 す る 防 疫 措 置防 疫 措 置防 疫 措 置防 疫 措 置 （ 移 動 自 粛 や 定 期 的 な 同 居 牛 検 査 等 ） の 対 象対 象対 象対 象

と な り ま せ んと な り ま せ んと な り ま せ んと な り ま せ ん 。。。。  

検査対象検査対象検査対象検査対象    繁 殖 ま た は 搾 乳 に 用 い る た め に 県 外 か ら 導 入 し た 牛     

検査方法検査方法検査方法検査方法    糞 便 を 使 っ た 遺 伝 子 検 査 を 行 い ま す 。     

検査検査検査検査にあたってのにあたってのにあたってのにあたっての注意事項注意事項注意事項注意事項    

 以 上 の 事 を 確 認 の 上 、 県 外県 外県 外県 外 か らか らか らか ら 牛牛牛牛 をををを 導 入導 入導 入導 入 す るす るす るす る 際際際際 に はに はに はに は 、、、、 速速速速 や か にや か にや か にや か に ヨ ー ネヨ ー ネヨ ー ネヨ ー ネ 病病病病 のののの 検 査検 査検 査検 査

をををを 受受受受 け ま し ょ うけ ま し ょ うけ ま し ょ うけ ま し ょ う 。。。。  

ま た 、 牛 を 導 入 す る に あ た っ て は 、 極 力 、 カ テ ゴ リ ーカ テ ゴ リ ーカ テ ゴ リ ーカ テ ゴ リ ー ⅠⅠⅠⅠ のののの 証 明証 明証 明証 明 をををを 受受受受 け て い るけ て い るけ て い るけ て い る 農農農農

場場場場 か らか らか らか ら 導 入導 入導 入導 入 し 、 ヨ ー ネ 病 の 農 場 へ の 侵 入 防 止 を 図 り ま し ょ う 。  

≪≪≪≪発 行 元発 行 元発 行 元発 行 元 ・・・・問問問問 いいいい合合合合 わせわせわせわせ先先先先 ≫≫≫≫     

岩 手 県 県 北 家 畜 保 健 衛 生 所岩 手 県 県 北 家 畜 保 健 衛 生 所岩 手 県 県 北 家 畜 保 健 衛 生 所岩 手 県 県 北 家 畜 保 健 衛 生 所             

電電電電 話話話話：：：：0195(49)30060195(49)30060195(49)30060195(49)3006    

                             FAX FAX FAX FAX：：：：0195019501950195（（（（49494949））））3008300830083008    

岩 手 県 北 家 畜 衛 生 協 議 会岩 手 県 北 家 畜 衛 生 協 議 会岩 手 県 北 家 畜 衛 生 協 議 会岩 手 県 北 家 畜 衛 生 協 議 会                     

電電電電 話話話話：：：：0195(49)30400195(49)30400195(49)30400195(49)3040     

職員紹介職員紹介職員紹介職員紹介    

県 南 家 保 か ら 異 動
してきました。 

主に、肉用牛の５条
検査、ヨーネ病、馬な
どを担当します。よろ
しくおねがいします。

千葉恒樹（チバ ツネキ）


